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香川県産イタチから見出した腎虫について

行天淳一西田弘

愛媛大学医学部寄生虫学教室

(昭和53年５月１５日受領）

ついての形態および計測値にもとずきその種類を同定し

た．

わが国におけるイタチに寄生する腎虫については安藤

(1916）が茨城県において見出したことに始まる．次い

で森下（1921)，吉田ら（1932）は広島，兵庫，大阪，

奈良，三重，京都，愛知の各府県で捕獲したイタチから

本虫を見出し，Morishita(1955)は詳細に検討した結果

イタチに寄生する腎虫にはイヌに寄生する腎虫DZoCZo‐

カノiy'"α”"ルとは区別されるべき特徴があることを見

出し，これを，．'ｗｍＺｅｖａｒ・ｙｏＷｃＪａｉと命名した．そ

の後，磯部（1956）により熊本県において，．""α比

var・yosA/cJaiの分布が確認され，宮崎・磯部（1958)に

より和名として吉田腎虫が提唱された．

イタチに寄生する吉田腎虫の分布は関東以西の諸地に

およんでいるが，未だ四国地方においては本虫が検出さ

れたという報告を見ない．本調査においては香川県で捕

獲されたイタチに腎虫の寄生を認めたので，その概要を

報告する．

なお腎虫の属名はDioCtOP/iDWZeが使用されていたが，

本論文ではCommitteonNomenclature（1941）の提

言に従いＤ/oCZOp/ihy''Zαを用いる．

検査成績

検査に供されたイタチはチョウセンイタチＭ`szeZa

si6iγｉＣａｃｏ花α"α雄197頭，ホンドイタチＭｓｉ６ｉｒｉａｚ

ｉＺａＺｓｉ雄５頭，計202頭である．イタチの捕獲地はFig、

に示すように３郡４市であり，綾歌郡綾南町畑田，仲多

度郡多度津町奥白方，三豊郡高瀬町下勝間で捕獲された

各１頭，計３頭（1.5％）のチョウセンイタチの腹腔か

らそれぞれ雄２，雌１，雌１，計４匹の線虫が検出

された．

虫体はイタチの腹腔背部に体を屈曲して寄生してお

り，腎臓への侵入や寄生によって引き起される腎臓の肥

大および組織の破壊は認められなかった．また他の腹腔

内の諸臓器についても腎臓と同様虫体の寄生および侵入

の形跡は見られなかった．しかし腎臓，肝臓の表面およ

び腹腔壁内面には絨毛様繊維物質が認められ，一部を取

り鏡検したところ厚い卵殻をもち，その表面には不正形

の陥凹が認められる特異な虫卵が検出された．

雌虫：取り出された雌虫体は暗赤褐色を呈し，体形は

円筒状,前端では少し細くなり,後端はその幅を変えず鈍

端として終る．大きさは506×５ｍｍおよび463×４ｍｍ

である．

角皮は比較的薄く，正中線,側線,亜中線が観察され，

側線上には小乳頭が１列に並ぶ．体前端にはほぼ円形の

口があり，これを囲む６個の著明な乳頭があり，その基

部は大きく互いに接している．またその乳頭の内側には

小乳頭が観察される．Stefanski（1928）が述べている口

部後方腹側の小縦溝は観察されない．口腔は浅く直ちに

材料と方法

検査に供したイタチは香川県下の３郡４市において

1975年12月～1976年１月の間，狩猟家により捕獲され，

毛皮を除去された後10％ホルマリン液に浸漬保存されて

いたものである．

検査は入手後イタチの性別，体重，頭胴長，尾長，毛

色（四肢の末端に残っているもの）を記録した後，剖検

により胸腔，腹腔および腎臓をはじめ腹腔内の諸臓器に

ついて腎虫の寄生の有無を精査した．

検出された虫体および子宮末端部より採取した虫卵に

（１５）
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Fig、OutlineInapshowingthedistributionofweaselscapturedbytrappers

inKagawaPrefecture・SolidcirclemeansthelocationwheｒｅＤ．γe"αJe

var・yos/ii`αiwerefoundfromweasels．

食道へと連なる．食道は乳白色を呈し，その幅をほとん

ど変えず弩曲し，大きさは33×1.1ｍｍ（体長506ｍｍの

虫体）である．陰門は体前端に近く，腹線上に少し突出

して開口し，体前端からの距離はそれぞれ28ｍｍ（506

ｍｍの虫体，体長に対する割合1/18)，３８ｍｍ（463ｍｍ

の虫体，体長に対する割合1/15）である．肛門は体後端

に円形を呈し開口する．

雌虫体の子宮末端部から採取した虫卵は黄褐色，形は

卵形で，両極部はなめらかで突出部は見られない．卵殻

は厚く，その表面には不正形の陥凹を持つ．卵内容は２

細胞である．５０個の虫卵の計測値は49～59×38～46〃

(平均55×42’）である．

雄虫：取り出された雄虫体は２匹であるが，うち１匹

は幼若虫であるので記載を省略する．

大きさは187×2.2ｍｍ,体色は黄褐色，体形は円筒状，

前端は少し細くなり，後端には周囲をとざした鉢状の交

接嚢と細長な１本の交接刺を持つ．交接嚢は多肉質より

なり厚く，肋を欠き，その径は背腹において1.6ｍｍ,左

右において1.7ｍｍである

以上の諸特徴は，.”"此var.シoshicJaZMorishita，

1955の特徴によく一致する．

考察

Morishita（1955）によれば日本産イタチに寄生する

腎虫はイヌに寄生する腎虫とは，ｉ）虫体が概して小さ

い，ｉｉ）口部後方腹側の小縦溝（Stefanski，1928）が見

られない，iii）雌虫体の陰門開口部が前方による，Ｗ）

虫卵の大きさ（特に長径）は小さく，形は卵形であり，

その両極には淡明な部分をもたない，以上４点，特に虫

卵の特徴により区別されるとしている．

，．'ｗｚａＺｅの地理的分布はヨーロッパ，イラン，イン

ド，中国，日本，北アメリカおよび南アメリカと広く，

宿主としてはネコ，イヌ，オオカミ，キツネ，ミンク，

アザラシ，カワウソ，ブタ，ウマ，ウシ，オランウータ

ン，ヒトが示され（Yamaguti，1961)，宿主の幅が広い

ことがうかがわれる．このような地理的分布の広さおよ

び宿主範囲の広さから考え，Ｄ、花"αZevar．シｏＷｃＪａｉ

の特徴とされているものがあるいは宿主差により生じた

ものではないかとの疑問がある．そして大林ら（1962）

は外国産Ｍ`sreJa属寄生の，．γe"ルとの比較検討の

必要性を指摘している．

北アメリカにおける，．γe"αＺｅの報告は多く，宿主

の範囲はＣａ"is，Ｇ"Zo，Ｌ"Z、，Ｍ`sZeh，BoQyo"，

（１６）
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TablelComparisonofthemeasuremenｔ（似）ｏｆｅｇｇｓｏｆＤ．'で"αZevar、
ｙｏｓｈｉａａｉｗｉｔｈｔｈｏｓｅｏｆＤ．γe"αIC

Speciesof
l八７０ｒｎｌｓ

Ｈｏｓｔ ＬｅｎｇｔｈＷｉｄｔｈ Ａｕｔｈｏｒｓ

，．γど"α/２ JMT'/so〃 Christenson＊（1940）64-76

（71）

（74）

60-81

（69）

（73）

36-44

（41）

（47）

39-46

（42）

（46）

Woodhead（1950）

Schacher＆Faust（1956）

Ｍace＆Anderson（1975）

，．γe"αJcvar・

yosﾙiａａｉ
Ｍ、/6〃/Cａ （39）

37-43

38-46

（42）

Morishita（1921）

Morishita（1955）

Thepresentauthors

50-66

56-65

49-59

（55）

Ｍ，Si6i7/ＣａＣｏﾉでα"ａ

，．「e"α/ｅ C・ん'"iZia7/ｓ Christenson＊（1940）

Schacher＆Faust（1956）

OhbayashieZaZ．（1962）
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ＳｍｉｔｓｅｒａＺ．（1965）

Sandighian＆Ａｍｉｎi(1967）

ＡｓｈｉｚａｗａｅＺａＺ．（1970）

（）：Average，＊：Schacher＆Faustcited

Ｕ応!`s，Ｖ""es,Ｅ９１ａ`ｓの各属にわたっているが，Ｃａ"ｉｓ

およびＭ`szem属による報告が大半を占め，Ｍ,ｓＭａ

属にはＭ/ｍｚａｚａ，Ｍα"ze7/cα"α，Ｍｅｒ"z/"eα，M

Uiso〃を含むがMUiso〃に関するものが大半を占め，

他種は各１例にすぎない（Ｍace，1976)．またEhren‐

fordandSnodgrass（1955）は北アメリカにおけるミン

ク（MUiso"）は，.γe"巾の固有宿主であり，イヌ，

ヒトの感染は偶発的に起ると述べ，，．γe"αZどの生活環

においてMUiso〃の果す役割の大きいことを指摘して

いる．

以下イヌｃα"is九'"iJia7/ｓおよび北アメリカ産M

Uiso〃寄生の，．γc"αＪｅと，．γe"山var・ｙｏＷａａｉ

との比較をしてみたい．，．γe"此var.〃ｏＷａａｉの主

たる特徴である虫卵の形態についてみると，本調査で得

た虫卵は49～59×38～46ﾉリ（平均55×42β）と森下(1921）

が報告した範囲に一致し，Morishita（1955）の値より

やや少さい傾向を示す．，．’ｗｍＪｅの虫卵の大きさは

FausteZaZ．（1970)によれば60～80×39～46Jαとその値

の幅が大きいことが示され，その要因として宿主動物の

差および虫卵の受精，未受精による差があげられている

(SchacherandFaust，1956)．しかしＭａｃｅａｎｄＡｎ‐

derson（1975）は虫卵の受精，未受精による大きさの差

はないとしている．Ｔａｂｌｅｌに示した各報告者の虫卵計

測値を見ると，Ｍで/so〃寄生のものとイヌ寄生のもの

ではイヌ寄生のものがやや大きい傾向を示すが，差は明

らかでない．また同一宿主すなわちイヌから得たものの

虫卵は報告者によりかなりその値に差が見られ，大きい

グループーChristenson（1940)，大林ら（1962)，Ｓｍｉｔｓ

ｅＺａＺ.(1965),芦沢ら(1970)－とﾉj､さいグループーSchac‐

herandFaust(1956)，SadighianandAmini（1967）

－の２群に別けられるかに見られその値の幅の広いこと

がうかがわれる．しかし，．γc"α/ｅｖａｒ・ｙｏｓＡｉａａｉと

された虫卵は49～66×37～46〃の範囲にあり，前記の

SchacherandFaust（1956）およびSadighianand

Amini（1967）が報告した小さい方の値とは少し重なり

を見るが，なお小さい傾向を示す．

次に虫卵の両極の形態を見ると，Yamaguti（1961）に

よれば，.,ｗｚａＺｅの虫卵の両極においては卵殻表面の陥

凹は見られず等質である．イヌ寄生の，.，ｗｚａＺｅの虫卵

では極部は淡色で陥凹はなく軽く突出する（大林ら，

1962；ＳｍｉｔｓｅＺａＺ.，１９６５；芦沢ら，1970)．一方M

UiSo,,寄生のＤ・花"此の虫卵では両極に栓を持ってい

（１７）
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Ｆ：ＦｅｍａｌｅＭ：ＭａｌｅＫ．：KidneyR．ｋ：RightkidneyA．ｃ、：Abdominalcavity

花川ｅは右腎，腹腔，左腎から検出されFyvieは1971

年北アメリカOntarioにおいてＤ・花"α/ｅ感染のM

moll400頭のうち86％は右腎にその寄生を認め，そして

イヌにおいては89％が腹腔から検出したと報じている

(Ｍace，1976)．Ｄ,花"αＺｅは宿主によりその寄生部位を

異にし，Ｍｚｉｉｓｏ〃においてはしばしば右腎に寄生する

ことがうかがわれ，前述したり．”"αルvar・yosA/αα／

の寄生部位とは明らかに異なる。この差はＭＵｉｓｏ''と

日本産イタチの宿主差によるかも知れないが興味あるこ

とと考える．

以上，．γe"αJevar・ｙｏＷｃＪａｉについて検討し，虫

卵の大きさおよびその両極の形態的差を認めたが，はた

してこのような差が，．γe"小var､ＪｏＷ`αZ特有の

ものか，宿主差により生じたものかは現時点において

判断することは困難である．すなわちＤ、花"αJevar．

ｼosb〃α′に関する研究はすべて成虫体および虫卵の形

態についておこなわれ，未だ本虫の生活環は解明されて

おらず，異なる宿主に寄生した場合に生ずる形態的差異

については知られていない．また本虫の重要な特徴であ

る虫卵は本調査,森下（1921)，およびMorishita(1955）

においてはホルマリン液に浸漬された雌虫体の子宮末端

部から採取されており，虫卵の形態特に両極部におよぼ

すホルマリン固定の影響については考慮されていない．

る（Woodhead,1950；MaceandAnderson，1975)．本

調査で得た虫卵の両極には突出部または栓は観察され

ず，Morishita（1955）の述べるようにはっきりした極

は見出されない‘

，．，ｗｍＺｅの虫体の大きさはYorkandMaplestone

(1969)によれば雌200～1,000ｍｍ,雄140～400ｍｍとなっ

ている．またＯｓｂｏｒｎｅｅｒａＪ．（1969）は雌はMuiso〃

寄生のものではほとんどが300ｍｍ程度であり，イヌ寄生

のものでは200～1,030ｍｍであるとしており，Ｍｕｉｓｏ〃

寄生の雌はイヌ寄生のものより小さい傾向がうかがわれ

る．Table2に示した各報告者によるMuiso〃寄生の

，．”"α/ｅと，.”"αZevar.）ﾉoWZaiの虫体の大きさ

を見ると，，.”"αルvar・ｙｏｓｈｉａａＺの雌は230～620ｍｍ

で，．”"α比との差は見られず，雌の大きさは，．’で‐

,zaZcvar･ＪＭｉａａｉの特徴とはなりえないと考える．

本調査で得た虫体４匹は腹腔からのみ検出され，腎臓

をはじめとする諸臓器にはその寄生が見られなかったこ

とは前述したとおりである．Ｔａｂｌｅ２に示すように森下

(1921)，Morishita（1955)，宮崎・磯部（1958）が報告

したり．”"此var.）ﾉoshZ`α'計雌66匹，雄36匹もすべ

て腹腔より検出されている．一方，.”"此の寄生部位

は腎臓，腹腔，まれに肝臓，胸腔プ心臓とされている

(YorkandMaplestone，1969)．Muisolz寄生の，．

（１８）
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すなわち前述したMUZSo〃寄生の，．，で"αＪｅの虫卵

の両極部における栓がホルマリン固定によりどのように

変化するかは知られていない．，.”,,ａＺｅｖａｒ・ｙｏＷ`αＺ

の虫卵の観察が生鮮標本で行なわれれば，あるいは両極

の栓が観察されるかも知れない．

，.γelzaJcvar・ｙｏＷｃＪａｉの変種名は1955年Morishita

により提唱されたものであるが，国際動物命名規約第４５

条（ｅ）（1967）によれば噸変種，,および〈《型”なる用

語の解釈の項において下記の事が記されている．i）１９６１

年より前において“変種，,または《《型，，なる用語の使用

はいずれも亜種または亜種より下位のいずれかの特別な

表明とは解釈されない．ｉｉ）1960年より後においては

鰊変種”や《《型，，として公表された新しい名称は亜種よ

り下位として取扱われるものとする．Ｄ、７℃"αZcvar・

yoshi`αｉはｉ）の項に該当し，変種取扱いについては

，．’でＭｅとの再度の検討が要請されると考える．

わが国における腎虫のイタチ以外の寄生報告例は

Morishita（1955）によればイヌ寄生２，ウシ寄生１，

ヒト寄生１例がある．また近年には大林ら（1962）のイ

ヌ寄生１，吉沢ら（1970）のイヌ寄生２，原ら（1976）

のドブネズミ寄生の１例がある．しかしいずれも偶発的

に検出された例であり，成虫および虫卵の形態的観察お

よび寄生部位の組織学的所見が報告されているにすぎな

い

Ｄ・花"αＺｅのﾛ甫乳動物への感染は宿主として報告され

た動物が主として食肉動物であること，1945年Ｗｏｏｄ

ｈｅａｄはbullhead，Ａ'"eγiz`ｓ''2Ｇｈｓに寄生する幼線虫を

フェレットに与え，．，ｗｚα/ｅ成虫を得たこと，1961年

Karmanovaはpike，ＥｓｏｚＺｚ`ci"ｓの筋層に，．γCMC

第３期幼虫を見出したことなどから魚類を介して起るこ

とが推察される（Ｍace，1976)．わが国における腎虫の

ヒトへの最初の感染例は高橋（1905）により報告され，

以後報告例は見られなかったが，近年伏見（1967）は兵

庫県在住の男子が排泄した線虫を，．”Ｍｅと思われ

る線虫としており，まれに腎虫のヒトへの感染が起って

いることが示唆されている．近年ヒトの食生活は多様化

しておりKarmanova（1963）が指摘するように魚類を

介して哺乳動物へ腎虫が感染しているとすれば，わが国

において今後もヒトの腎虫症の発生が十分に考えられる

ので，生活史の追求をはじめとする生態学的および疫学

的調査研究また，．γe"αZevar．）ﾉｏＷＣＪａｉの変種取扱

いを含む形態学的研究の発展がまたれる．

結

雪叩

1975年12月～1976年１月の間香川県下で捕獲したチョ

ウセンイタチ，ホンドイタチ計202頭を解剖して検査し

た結果，３頭のチョウセンイタチ雄の腹腔から吉田腎虫

，．γe"αZevar､ｙｏＷｃＪａｉ雄虫体２匹，雌虫体２匹を検

出した．ここに香川県を吉田腎虫の新しい分布地として

追加する．

Ｄ・花7,α比var・ｙｏＷａα／の虫体の大きさおよび虫卵の

形態について北アメリカ産Muiso〃に寄生する，．

,で"αＺｅと比較し，虫卵の大きさと極の形態について差を

認めたが，これらの差は，．γe"αJevar・ｙｏＷｃＪａｉ特有

のものか，または宿主の違いによるものかあるいは固定

によって生じた変化であるか判別するのは困難であり，

Ｄ・花"α/ｅとの再度の比較検討が必要であることを指摘

した．

稿を終るに臨み有益な御助言をいただいた奈良教育大

学沢田勇博士および材料収集に御協力いただいた藤田国

雄氏，湯口覚氏に厚く感謝の意を表します．

本論文の要旨は第46回日本寄生虫学会総会において発

表した．
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j Abstract j

ON THE GIANT KIDNEY WORM FOUND FROM WEASELS IN

KAGAWA PREFECTURE, JAPAN

Junichi GYOTEN and Hiroshi NISHIDA

{Department of Parasitology, School of Medicine, Ehime University,

Shigenobu-cho, Ehime Prefecture, Japan)

A total of 202 male weasels captured in Kagawa Prefecture during the period from

December, 1975 to January, 1976, were examined for the giant kidney worms, and 2 females

and 2 male worms were found from the abdominal cavity of 3 weasels from Ryonan-cho,

Tadotsu-cho and Takase-cho. These worms were identified with Dioctophyma renale var.

yoshidai. D. renale var. yoshidai was compared with D. renale from Mustela vison in morpho

logical characteristics. As a result the authors noted the morphological differences in the egg

size and in the polar characteristics, as Morishita (1955) described. However D. renale var.

yoshidai must be reexamined, since Morishita (1955) and the authors observed only the eggs

fixed in formalin.
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Ｅｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｓ

l-9DiocmP/iW"α花"αZevar､ツｏＷａａｉｗａｓｆｏｕｎｄｆｒｏｍｗｅａｓｅｌｓｉｎＫagawa

lFemaleworminfectedinabdominalcavityofweasel（scale4､5ｃｍ)．

２Ｆｅｍａｌｅｗｏｒｍ（largeone）ａｎｄｍａｌｅｗｏｒｍ（smallone)．

３Ｍｏｕｔｈｏｆｆｅｍａｌｅｗｏｒｍ（scaleO､1ｍｍ)．

４Smallpapilla（markedwith一）situatedonlateralline（ｓｃａｌｅｌｍｍ)．

５Vulvasituatedonventralline（scaleL4mm)．

６Posteriorendoffemaleworm（scaleL5mm)．

７Copulatorybursaandspiculeofmalｅｗｏｒｍ（scaleL5mm)．

８Egginterminalportionofuterus；eggcontaingtwocells（scale25β)．

９０utersurfaceofegginterminalportionofuterus（scale25似)．
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